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◆
福
島
地
区
電
友
会

◎
第
2
回
福
島
地
区
役
員
会
開
催

9
月
5
日
N
T
T
福
島
支
店
山
下
ビ
ル
1
階
「
ア

ベ
ニ
ュ
ー
ル
」
　
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
第
2
回
地

区
役
員
会
が
1
4
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
内
容
は
、
今
年
度
計
画
さ
れ
た
事
業
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
が
主
要
な
議
題

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。
1
．
1
0
月
2
3
日
開
催
の
　
「
O
B
・
O
G
交
流
会
　
（
旧

祝
う
会
）
」
　
及
び
同
日
開
催
の
　
「
文
化
講
演
会
」
　
に

つ
い
て

・
「
O
B
・
O
G
交
流
会
」
　
の
余
興
に
は
、
令
和
2

年
春
か
ら
放
映
の
N
H
K
朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」
　
に
ち

な
み
「
古
関
裕
而
」
作
曲
の
カ
ラ
オ
ケ
等
で
盛
り
上

げ
る・文

化
講
演
会
は
　
「
信
夫
山
の
歴
史
と
文
化
」
を
演

題
に
講
師
を
選
定
依
頼

2
．
会
員
拡
大
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

8
月
末
現
在
、
新
規
入
会
者
1
名
。
（
正
会
員
1
名
・

準
会
員
無
し
）
　
入
会
候
補
者
へ
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹

介
な
ど
、
入
会
勧
奨
を
行
う
事
に
し
ま
し
た
。

3
．
不
良
設
備
、
販
売
情
報
提
供
の
状
況
に
つ
い
て

8
月
末
現
在
、
不
良
設
備
情
報
3
3
件
、
販
売
情
報

1
件
。
4
．
N
T
T
施
策
「
福
島
ひ
ま
わ
り
里
親
P
T
」
　
の

取
組
み
状
況
に
つ
い
て

5
．
N
T
T
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ
後
援
会
の
加

入
協
力
に
つ
い
て

6
．
菊
の
里
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
協
力
に
つ
い
て

◎
サ
ー
ク
ル
代
表
者
会
議
を
開
催

7
月
日
日
N
T
T
花
園
ビ
ル
会
議
室
に
お
い
て
、

福
島
地
区
・
吾
妻
会
合
同
の
サ
ー
ク
ル
代
表
者
会
議

を
、
‖
サ
ー
ク
ル
1
8
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、

1
．
各
サ
ー
ク
ル
の
年
間
活
動
計
画

2
．
サ
ー
ク
ル
助
成
金
申
請
時
の
注
意
点
に
つ
い
て

報
告
や
周
知
・
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

1
項
　
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
関
し
て
は
、
新
規

加
入
会
員
が
少
な
く
月
例
会
の
参
加
者
が
減
っ
て
い

る
等
の
課
題
が
有
り
、
「
地
区
だ
よ
り
5
0
号
」
　
（
令
和

元
年
8
月
1
日
発
行
）
　
に
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
概
要

を
掲
載
、
「
地
区
だ
よ
り
5
1
号
」
　
（
令
和
2
年
1
月
1

日
発
行
）
　
に
各
サ
ー
ク
ル
の
入
会
勧
奨
P
R
等
を
掲

載
し
、
新
規
会
員
の
増
を
図
る
事
に
し
ま
し
た
。

2
項
　
サ
ー
ク
ル
助
成
金
申
請
時
の
注
意
す
る
点

に
つ
い
て
は
、
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伽
使
用
目
的
を
熟
知
し
た
支
出
を
行
う

榔
領
収
書
記
載
事
項
及
び
宛
先
を
確
認
す
る

こ
と
に
よ
り
、
不
備
事
項
に
よ
る
指
摘
を
受
け
な

い
よ
う
適
正
な
事
務
処
理
を
す
る
こ
と
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

伽
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

サ
ー
ク
ル
活
動
の
各
競
技
大
会
も
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
各
大
会
と
も
会
員
皆
さ
ん
の
実
力
が
発
揮
さ
れ

楽
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遠
藤
さ
ん
は
3
勝
と
幸

運
も
得
て
、
ま
た
1
0
月
2
日
開
催
の
優
勝
者
渡
部
さ

ん
は
、
コ
メ
ン
ト
で
シ
ニ
ア
の
元
気
が
大
変
嬉
し
い
、

若
い
メ
ン
バ
ー
の
奮
起
が
欲
し
い
。
と
の
激
励
が
あ

り
一
同
爆
笑
。
（
渡
部
さ
ん
メ
ン
バ
ー
最
年
長
）
　
次

回
か
ら
の
リ
ベ
ン
ジ
を
心
に
秘
め
て
笑
顔
で
帰
路
に

着
い
た
一
同
で
し
た
。

ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
は
元
気
が
1
番
！
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
た
1
日
で
し
た
。

な
お
、
各
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
第
2
1
6
回
大
会
　
令
和
元
年
6
月
1
4
日

福
島
カ
ン
ト
リ
ー
C
・
C
 
W
ぺ
リ
ア
戦

優
勝
　
遠
藤
　
経
雄
　
　
準
優
勝
　
本
田
　
幸
一

・
第
2
1
7
回
大
会
　
令
和
元
年
7
月
1
9
日

猫
魔
猪
苗
代
コ
ー
ス
　
　
新
新
ぺ
リ
ア
戦

優
勝
　
遠
藤
　
経
雄
　
　
準
優
勝
　
末
永
　
秀
昭

・
第
2
1
8
回
大
会
　
令
和
元
年
8
月
9
日

福
島
カ
ン
ト
リ
ー
C
・
C
　
ハ
ン
デ
戟

優
勝
　
堀
内
　
良
巳
　
　
準
優
勝
　
蒲
倉
　
義
夫

・
第
2
1
9
回
大
会
　
令
和
元
年
9
月
1
3
日

パ
ー
シ
モ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
C
 
W
ペ
リ
ア
戦

優
勝
　
遠
藤
　
経
雄
　
　
準
優
勝
　
佐
々
木
　
充

・
第
2
2
0
回
大
会
　
令
和
元
年
1
0
月
2
日

パ
ー
シ
モ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
C
　
新
新
ぺ
リ
ア
戦

優
勝
　
渡
部
　
雄
次
　
　
準
優
勝
　
石
田
　
康
生

会猷措
219割

第

㈱
悠
々
ク
ラ
ブ

悠
々
ク
ラ
ブ
の
活
動
理
念
『
会
員
相
互
の
I
T
ス

キ
ル
、
知
識
を
出
し
合
い
、
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い

る
会
員
は
I
T
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
そ

の
ス
キ
ル
を
生
か
し
、
自
分
も
楽
し
み
、
か
つ
、
社

会
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
活
動
す
る
』
と
し

て
お
り
ま
す
。

・
例
会
活
動

4
月
1
8
日
総
会
1
1
名
参
加

5
月
1
6
日
6
名
参
加
　
　
6
月
2
0
日
7
名
参
加

7
月
2
5
日
3
名
参
加
　
　
9
月
1
9
日
7
名
参
加

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
維
持
や
デ
ー
タ
ー
整
理
、
画
像

編
集
等
色
々
工
夫
は
し
て
お
り
ま
す
が
参
加
人
数
が

低
調
で
困
惑
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
2
2
名
以
外
の

方
々
で
も
P
C
の
こ
と
で
困
り
事
が
あ
れ
ば
会
長
か

事
務
局
　
（
0
9
0
－
7
6
6
9
－
9
1
4
5
）
　
ま
た

は
　
（
0
8
0
－
1
8
1
5
－
6
0
1
1
）
　
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
、
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
視
覚
障
害
者
の
為
に
本

の
音
声
化
に
取
り
組
み
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

・
に
じ
の
会
勉
強
会

4
月
1
7
日
4
名
参
加
　
　
7
月
1
7
日
4
名
参
加

9
月
1
8
日
4
名
参
加

手
掛
け
た
主
な
図
書
は
　
「
自
力
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
を
下
げ
る
3
0
の
法
則
」
「
5
0
歳
か
ら

の
人
生
術
」
等
の
ハ
ウ
ツ
ー
も
の
や
「
心
の
色
こ
と

ば
の
光
」
「
ふ
く
し
ま
賛
歌
」
「
み
ん
な
の
学
校
」
「
白

か
ら
学
ぶ
子
の
育
て
方
」
再
配
分
か
承
認
か
？
世
界

を
見
る
た
め
の
3
8
講
、
き
み
が
ぼ
く
を
見
つ
け
る
、

世
界
を
変
え
た
偉
人
た
ち
の
ウ
ラ
の
顔
、
現
象
学
的

身
体
論
と
特
別
支
援
教
育
、
旅
す
る
よ
う
に
読
ん
だ
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第5回大会に参加した
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本
等
の
他
、
書
籍
の
音
声
化
と
並
行
し
て
　
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
　
（
散
歩
や
施
設
見
学
等
）
」
　
の
サ
ー
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
者
の
方
々
に
と
っ
て

日
常
生
活
範
囲
で
の
支
障
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

初
め
て
の
場
所
で
は
介
護
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
、
街
中
や
浄
土
平
の
散
策
、
美
術
館
・

大
学
・
競
馬
場
の
見
学
等
、
参
加
者
の
希
望
を
加
味

し
な
が
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
自
衛
隊

駐
屯
地
、
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
　
で
は
、
安
全
面
か
ら
参
加
者
が
2
0
名
で
あ

れ
ば
、
最
低
で
も
2
3
名
の
サ
ー
ポ
ー
タ
ー
が
必
要
で

す
。
是
非
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
は
前
記
I
T
サ
ー
ク
ル
事
務
局
電

話
番
号
ま
で
）

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催

上
半
期
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
開
催
、
講
師
延
べ

5
1
名
、
受
講
者
延
べ
4
9
名
、
授
業
内
容
は
受
講
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
1
年
以

上
通
い
続
け
て
い
る
方
も
お
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
㈱
麻
雀
サ
ー
ク
ル

令
和
元
年
度
第
2
回
例
会
は
、
6
月
8
日
山
下
ビ

ル
　
「
O
B
サ
ロ
ン
」
　
で
参
加
者
8
名
に
よ
り
実
施
し

ま
し
た
。

成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
　
斎
藤
　
光
夫
　
　
準
優
勝
　
井
上
　
健
一

第
3
回
例
会
は
、
9
月
1
4
日
前
記
の
場
所
に
お
い

て
参
加
者
8
名
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
　
佐
藤
　
公
広
　
準
優
勝
　
佐
々
木
　
敏
三

㈱
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

会
員
は
現
在
2
1
名
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
老
若

会
大
会
は
、
真
夏
の
8
月
及
び
酷
寒
期
の
1
月
～
2

月
を
除
き
毎
月
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お

開
催
場
所
は
、
気
軽
に
参
加
し
易
い
よ
う
に
移
動
時

間
の
短
い
　
「
福
島
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
を
メ
イ
ン

会
場
に
す
る
こ
と
に
前
年
度
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
大
会
は
、
4
月
～
1
0
月
ま
で
6
回
開
催
、

そ
れ
ぞ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
思
い
思
い
の

プ
レ
ー
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

男
女
を
問
わ
ず
手
軽
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
、
更
な
る
活
動
内

容
の
充
実
と
、
会
員
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

・
サ
ー
ク
ル
主
催
の
大

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
1
回
大
会
（
4
月
1
6
日
）

優
勝
　
山
田
　
昌
義
　
　
準
優
勝
　
菊
田
　
秀
雄

第
2
回
大
会
（
5
月
1
6
日
）
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参加の皆さん
（歌うことは楽しい∃l）

茄で後の洗いも大事です

新旧そばの食べ比べ
どちらもウマイl

優
勝
　
大
久
保
清
三
　
　
準
優
勝
　
菊
田
　
秀
雄

第
3
回
大
会
（
6
月
1
3
日
）

優
勝
　
枝
並
　
広
四
　
　
準
優
勝
　
東
城
　
為
男

第
4
回
大
会
（
7
月
9
日
）

優
勝
　
大
久
保
清
三
　
　
準
優
勝
　
三
森
　
陸
美

第
5
回
大
会
（
9
月
5
日
）

優
勝
　
大
久
保
清
三
　
　
準
優
勝
　
山
口
　
　
嵩

第
6
回
大
会
（
1
0
月
3
日
）

優
勝
　
大
久
保
清
三
　
　
準
優
勝
　
菊
田
　
秀
雄

㈱
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

活
動
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

5
月
2
0
日
　
ボ
ッ
ク
ス
　
参
加
者
　
8
名

6
月
1
7
日
　
ス
ナ
ッ
ク
　
参
加
者
　
9
名

7
月
2
2
日
　
ボ
ッ
ク
ス

8
月
1
9
日
　
ス
ナ
ッ
ク

参
加
者

参
加
者

今
回
は
歌
唱
点
数
（
ハ

ン
デ
制
）
　
に
よ
る
競
技

会
を
行
い
、
次
の
方
々

が
入
賞
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
菅
家
政
利

準
優
勝
　
田
中
利
美

第
1
位
　
森
口
善
一

努
力
賞
　
北
見
康
夫

が
な
く
、
熱
い
中
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
し
た
。

9
月
4
日
　
　
参
加
者
　
1
5
名

1
0
月
9
日
　
　
参
加
者
　
1
4
名

9
月
は
新
そ
ば
が
届
き
、
新
旧
そ
ば
の
食
べ
比
べ

を
行
い
ま
し
た
が
、
味
の
区
別
は
分
か
ら
ず
ど
ち
ら

も
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

9
月
9
日
　
ボ
ッ
ク
ス

声
を
出
し
歌
う
こ
と
は

参
加
者
　
4
名

「
ボ
ケ
防
止
に
効
果
が
あ

る
」
　
こ
と
を
信
じ
、
月
1
度
の
例
会
を
楽
し
み
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

㈱
そ
ば
を
楽
し
む
会

活
動
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

5
月
1
5
日

参
加
者
　
1
4
名

6
月
5
日

参
加
者
　
1
6
名

7
月
3
日

参
加
者
　
1
5
名

8
月
7
日
　
参
加
者

1
4
名

8
月
は
市
の
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
そ
ば
打
ち

講
習
を
兼
ね
た
例
会
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
は
冷
房

制
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

今
年
度
初
大
会
を
8
月
2
3
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

誰
で
も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
算
出
し
た
特
殊
な
ハ
ン

デ
戦
の
た
め
、
今
回
も
初
め
て
の
優
勝
者
で
し
た
。

今
ま
で
す
べ
て
ち
が
う
人
が
優
勝
し
、
誰
も
が
希
望

を
も
て
る
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大

会
終
了
後
は
懇
親
会
を
開
催
し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
ら
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昔
の
思
い
出
話
等
で
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
第
4
回
大
会
　
令
和
元
年
8
月
2
3
日

か
ら
し
ま
ボ
ウ
ル
　
特
殊
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
古
川
　
純
三
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
敏
和

・
第
5
回
大
会
　
令
和
元
年
1
0
月
1
6
日

か
ら
し
ま
ボ
ウ
ル
　
特
殊
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
末
永
　
秀
昭
　
　
準
優
勝
　
高
橋
　
幸
雄

◆
電
友
吾
妻
会

◎
県
庁
・
県
警
本
部
施
設
見
学
に
参
加

今
年
度
の
秋
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
県
危
機
管

理
セ
ン
タ
ー
と
福
島
県
警
の
通
信
指
令
室
等
を
見
学

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
2
2
名
。
平
成
2
8
年
に
県
庁
北

庁
舎
で
運
用
開
始
し
た
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
災

害
発
生
時
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
等
の
防
衛
関
係

機
関
が
一
堂
に
会
し
て
速
や
か
に
災
害
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
、
各
地
の
災
害
状
況
を
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
等

で
確
認
し
な
が
ら
対
策
を
実
施
す
る
拠
点
で
す
。
そ

の
た
め
耐
震
構
造
、
非
常
用
発
電
設
備
、
緊
急
時

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
手
段
の
多
様
化
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
説
明
の
方
か
ら
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
　
の
話

も
あ
り
、
台
風
に
よ
り
九
州
や
千
葉
で
甚
大
な
被
害

が
出
て
、
初
動
体
制
の
不
備
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
最

中
で
の
見
学
で
し
た
の
で
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら

な
い
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識
を
常
に
持
つ
こ

と
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

昼
食
を
挿
み
午
後
か
ら
は
県
警
本
部
庁
舎
に
移
動

し
て
、
主
に
通
信
指
令
室
を
廊
下
か
ら
見
学
し
ま
し

た
。
通
信
指
令
室
は
廊
下
側
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
室
内

の
様
子
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県

内
全
て
の
地
域
か
ら
の
1
1
0
番
通
報
を
受
け
て
い

て
、
通
報
が
入
る
と
待
機
者
席
の
赤
色
灯
が
つ
き
応

対
状
況
が
共
有
出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
、
見
学
中
も
頻

繁
に
赤
色
灯
が
つ
く
と
、
即
座
に
応
対
し
事
故
か
事

件
、
迅
速
に
冷
静
に
的
確
な
指
令
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
見
て
い
て
も
緊
張
が
走
る
場
面
で
し
た
。
犯
罪

が
巧
妙
か
つ
複
雑
化
し
て
き
て
、
交
通
事
故
は
も
と

よ
り
、
な
り
す
ま
し
詐
欺
、
殺
人
、
あ
お
り
運
転
等

が
多
発
し
て
い
る
物
騒
な
昨
今
、
現
場
で
第
一
線
で

働
く
警
察
官
は
県
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る

よ
う
身
体
を
張
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
う
と
頭

が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

県
庁
で
昼
食
の
後
、
内
堀
県
知
事
に
お
会
い
出
来
、

記
念
写
真
を
一
緒
に
撮
っ
て
頂
く
サ
プ
ラ
イ
ズ
も

あ
っ
た
り
し
て
、
普
段
な
か
な
か
体
験
出
来
な
い
充

実
し
た
内
容
の
施
設
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。
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口太山（5月）

遠藤ケ滝（8月）
川面からの涼風に癒されます

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

価
手
作
り
サ
ー
ク
ル

令
和
元
年
の
介
護
施
設
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
花
い
っ
ぱ
い
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
始
め
て

2
0
年
。
毎
年
今
年
は
何
に
し
よ
う
と
悩
ん
で
も
何
と

な
く
決
ま
り
ま
す
。
今
回
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
少
し

の
端
切
れ
で
1
個
作
り
、
1
0
0
個
目
標
。
手
元
に

あ
る
周
り
の
布
で
始
め
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
花
は

赤
色
が
華
や
ぎ
を
増
し
ま
す
。
ハ
ン
カ
チ
の
中
の
赤

い
部
分
を
切
っ
た
り
し
て
集
め
て
も
少
な
く
、
身
の

回
り
に
赤
い
色
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
す
。

で
き
た
花
を
花
束
に
し
た
り
、
花
か
ご
に
つ
め
た
り

し
て
。
1
2
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
準
備
し
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
折
り
紙
で
菓
子
皿
に
も
使
え

る
鉢
を
作
っ
た
り
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
針
刺
し
も

作
っ
て
い
ま
す
。
平
行
し
て
お
し
ゃ
べ
り
で
す
。
皆

聞
こ
え
な
い
訳
で
も
な
い
の
に
全
力
で
お
し
ゃ
べ
り
。

く
た
び
れ
ま
す
。
ま
た
そ
れ
が
楽
し
い
。
近
況
を
話

し
お
い
し
い
レ
シ
ピ
も
出
て
き
て
こ
れ
が
い
い
！
実

は
こ
れ
が
1
番
の
仕
事
。
で
き
た
作
品
は
副
産
物
？

㈱
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

た
だ
今
会
員
8
名
。
そ
れ
が
毎
回
欠
席
者
な
し
！

ミ
三
化
見
山
の
お
庭
か
ら
毎
回
季
節
に
応
じ
た
花
を

抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
と
っ

て
も
素
敵
な
香
り
も
一
緒
に
届
き
ま
す
。
ほ
っ
と
す

る
贈
り
物
で
す
。
こ
れ
を
措
い
て
表
現
し
ょ
う
と
悪

戟
苦
闘
で
す
。
絵
手
紙
は
　
「
下
手
で
も
い
い
」
と
慰

め
て
く
れ
る
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
雰
囲
気
は
ほ
し
い
、

し
か
し
こ
れ
が
難
し
い
。
仲
間
で
　
「
あ
あ
で
も
な
い

こ
う
で
も
な
い
」
「
こ
の
色
は
ど
う
し
て
出
し
た
の
」

と
試
行
錯
誤
の
毎
回
。
宿
題
に
し
て
や
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
が
、
昔
か
ら
宿
題
は
な
か
な
か
手
に
つ
か

な
い
し
治
ら
な
い
習
慣
。
「
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う

で
も
な
い
」
　
の
お
し
ゃ
べ
り
そ
れ
も
貴
重
な
時
間
で

月
に
1
回
の
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。

㈱
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部

・
4
月
2
6
日
半
田
山
8
6
3
m
1
4
名
参
加
。
頂
上
ま

で
霧
が
立
ち
込
め
て
い
た
が
半
田
沼
周
辺
は
桜
が
満

険
の
た
め
馬
の
背
付
近
で
縦
走
を
断
念
。

・
8
月
2
4
日
遠
藤
ケ
滝
7
8
0
m
1
8
名
参
加
。
木
立

の
中
を
川
面
か
ら
の
涼
し
い
風
に
猛
暑
続
き
で
疲
れ

た
心
身
が
癒
さ
れ
た
。

開。・
5
月
1
2
目
口
大
山
8

4
3
m
1
8
名
参
加
。
五

月
晴
れ
の
新
緑
の
山
開

き
で
多
く
の
登
山
客
で

賑
わ
う
。
下
山
後
す
い

と
ん
汁
を
味
わ
う
。

・
6
月
2
1
日
烏
帽
子
ケ
岳
4
7
5
m
目
名
参
加
。
登

山
道
が
荒
れ
て
い
て
迷
い
な
が
ら
の
登
山
。

・
6
月
3
0
日
～
7
月
1
日
西
穂
丸
山
　
（
高
山
市
）

2
4
5
2
m
8
名
参
加
。
西
穂
独
標
が
目
的
だ
っ
た

が
、
悪
天
候
で
計
画
変
更
。

・
7
月
1
9
日
安
達
太
良
縦
走
1
7
2
8
m
8
名
参
加
。

小
雨
決
行
で
登
っ
た
が
、
山
頂
付
近
は
暴
風
雨
で
危

・
8
月
2
9
日
中
間
活
動
報
告
会
及
び
暑
気
払
い
2
2
名

参加。
・
9
月
2
2
日
西
吾
妻
山
1
9
6
4
m
台
風
接
近
の
た

め
中
止
。

・
1
0
月
6
・
7
日
月
山
1
9
8
4
m
目
名
参
加
。
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
の
休
日
で
多
く
の
登
山
者
で
賑
わ
っ
た

が
頂
上
ま
で
ほ
と
ん
ど
ガ
ス
の
中
、
下
山
途
中
か
ら

秋
晴
れ
に
な
り
、
頂
上
を
見
上
げ
る
と
青
空
に
映
え



各地区電友会だより（福島）

62

総会参加者

る
美
し
い
紅
葉
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
し
最
高
。

今
年
度
は
早
い
時
期
か
ら
台
風
が
多
発
し
天
候
不

順
に
悩
ま
さ
れ
、
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

登
り
が
あ
ま
り
に
幸
い
と
　
『
高
い
山
は
今
回
で
お
わ

り
だ
な
あ
』
と
弱
音
を
吐
く
が
、
た
ぶ
ん
次
回
も
登

る
は
ず
。
山
の
魅
力
と
皆
で
登
る
の
が
楽
し
い
ん
だ

も
の
。活

動
の
詳
細
は
電
友
会
福
島
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
　
『
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
山
行
紀
行
』
　
に

そ
の
都
度
写
真
入
り
で
掲
載
中
で
す
。

い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

雨
の
た
め
4
月
の
実
施
が
延
び
、
遅
れ
て
6
月
1
4

日
に
退
職
者
の
会
、
相
馬
退
職
者
の
会
と
合
同
で
実

施
し
ま
し
た
。
仲
町
河
川
敷
公
園
で
2
7
名
の
参
加
が

あ
り
、
他
会
や
他
地
区
の
仲
間
と
の
交
流
、
別
会
場

で
昼
食
懇
親
会
も
実
施
し
て
交
流
を
図
り
有
意
義
な

1
日
で
し
た
。

（
引
き
込
み
線
の
垂
れ
下
が
り
な
ど
）
　
の
情
報
提
供

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
、
お
風
呂
に
入

る
人
、
カ
ラ
オ
ケ
す
る
人
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

◆
電
電
原
町
退
職
者
の
会

◎
定
期
総
会
の
開
催

令
和
元
年
度
定
期
総
会
は
、
7
月
3
日
日
時
よ
り

原
町
区
の
ホ
テ
ル
　
「
も
り
の
ゆ
」
　
で
、
3
1
名
の
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
次
年
度
の
活
動
方

針
を
満
場
一
致
で
決
定
頂
き
、
場
所
を
別
室
に
移
し

懇
親
会
を
盛
大
に
開
催
、
会
員
の
交
流
を
深
め
合
い

楽
し
い
1
日
で
し
た
。

◎
1
泊
親
睦
旅
行

7
月
1
6
～
1
7
日
、
1
泊
2
日
の
日
程
で
　
「
富
弘
美

術
館
、
榛
名
山
周
辺
を
巡
る
伊
香
保
温
泉
1
泊
」
親

睦
旅
行
を
3
0
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。
夜
の
懇

親
会
は
歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
を
深
め
あ
い
楽
し

◆
電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
定
例
総
会
開
催

第
2
6
回
定
例
総
会
を
令
和
元
年
7
月
3
日
岩
ノ
子

の
　
「
晴
風
荘
」
　
に
お
い
て
会
員
1
3
名
の
参
加
で
出
席

率
5
2
％
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
N
T
T
東
日
本
－
東
北
福
島
支
店

長
様
、
及
び
N
T
T
労
組
福
島
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

会
長
鈴
木
秀
昭
様
を
お
迎
え
す
る
予
定
で
し
た
が
所

用
で
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
事
は
議
長
に
伊
藤
邦
夫
さ
ん
を
選
出
し
て
、
平

成
3
0
年
度
経
過
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告

お
よ
び
令
和
元
年
度
事
業
計
画
　
（
案
）
、
予
算
（
案
）

が
提
案
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
N
T
T
事
業
協
力
と
し
て
不
良
設
備

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
無
人
交
換

所
除
草
作
業
を
有
志
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
も

磯
部
、
山
上
交
換
所
を
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
予

定
ど
お
り
完
了
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
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交流会参加の会員

可愛い釆女になろうネIl

無人交換所
除草模様

①
第
7
1
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
元
年
1
0
月
2
8
日
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
実

施
。
健
康
維
持
の
た
め
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
練
習
を
毎

週
水
曜
日
9
時
3
0
分
か
ら
主
に
「
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
」
　
で
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
さ
れ
ま
す

よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

同
じ
く
1
0
月
に
南
相
馬
、
福
島
、
相
馬
の
交
流
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
相
馬
で
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し

た。②
南
相
馬
と
の
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
元
年
6
月
1
4
日
南
相
馬
・
相
馬
交
流
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
、
相
馬
か

ら
3
名
の
参
加
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◆
電
友
あ
さ
か
会

◎
う
ね
め
踊
り
着
付
け
手
伝
い

毎
年
、
郡
山
市
の
夏
祭
り
「
う
ね
め
踊
り
」
　
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
N
T
T
　
（
グ
ル
ー
プ
企
業
含
め
）

参
加
に
あ
た
り
、
電
友
あ
さ
か
会
の
女
性
会
員
が
例

年
着
付
け
に
協
力
し
て
お
り
、
元
年
も
8
月
2
日
、

4
名
の
会
員
が
着
付
け
の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
。

・
第
2
回
目

日
時
　
令
和
元
年
1
0
月
2
日
～
3
日

場
所
　
第
1
回
日
と
同
じ

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

令
和
元
年
の
N
T
T
事
業
協
力
と
し
て
2
回
実
施

し
ま
し
た
。

・
第
1
回
目

日
時
　
令
和
元
年
6
月
2
1
日
、
6
月
2
5
日
の

2
日
間

場
所
　
郡
山
3
ヶ
所
、
須
賀
川
2
ヶ
所

3
名
で
実
施
、
延
べ
人
員
6
名
で
し
た
。

◎
食
用
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

電
友
あ
さ
か
会
発
足
3
0
周
年
記
念
行
事
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
施
策
の
　
「
食
用
廃
油
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
」
を
継
続
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度

は
北
純
粋
様
1
0
8
ゼ
、
退
職
者
の
会
様
5
ゼ
を
加

え
9
月
末
累
計
で
1
5
6
3
ゼ
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

価
旅
ク
ラ
ブ

若
葉
薫
る
裏
磐
梯
日
帰
り
の
旅
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県南地区OBゴルフクラブの
皆さん

令
和
元
年
度
電
友
あ
さ
か
会
旅
ク
ラ
ブ
総
会
は
、

6
月
1
2
日
、
2
9
名
も
の
多
く
の
出
席
を
得
て
裏
磐
梯
・

国
民
休
暇
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

到
着
後
、
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
玄
関
前
で
の
記

念
撮
影
。
「
ハ
イ
・
チ
ー
ズ
」
皆
さ
ん
、
そ
れ
な
り
の
、

お
歳
を
召
さ
れ
た
　
「
好
姿
」
　
に
写
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
佐
藤
会
長
が
議
長
を
務
め
、
平
成
3
0

年
度
活
動
報
告
・
収
支
報
告
・
令
和
元
年
度
活
動
計

画
（
案
）
・
収
支
計
画
（
案
）
及
び
役
員
改
正
　
（
案
）

が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

元
号
も
「
平
成
」
　
か
ら
「
令
和
」
　
へ
と
変
わ
っ
た

こ
と
を
機
に
、
新
執
行
体
制
へ
と
移
行
し
、
益
々
の

活
発
な
活
動
を
指
向
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

会
　
　
長
　
　
　
馬
場
　
光
政
さ
ん

㌧
た好
天
に
恵
ま
れ
気
分
も
爽
や
か
な
「
日
帰
り
の
旅
」

と
な
り
ま
し
た
。

副
　
会
長

事
務
局
長

会
　
　
計

幹
　
　
事

会
計
監
査

三
千
雄
さ
ん

善
則
さ
ん

信
子
さ
ん

裕
子
さ
ん

は
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

各
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
元
年
度
第
2
回
5
月
2
0
日

N
P
O
白
河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
　
ハ
ン
デ
戟

優
勝
　
真
壁
　
勇
　
　
準
優
勝
　
武
内
孝
男

・
第
3
回
6
月
1
7
日

ロ
ー
レ
ル
バ
レ
ー
カ
ン
ト
リ
ク
ラ
ブ
　
ペ
リ
ア

優
勝
　
折
橋
　
健
　
　
準
優
勝
　
武
内
孝
男

・
第
4
回
7
月
2
9
日

宇
津
峰
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
　
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
塩
田
一
　
準
優
勝
　
吉
田
喜
男

・
第
5
回
1
0
月
8
日

石
川
　
マ
サ
子
さ
ん

総
会
終
了
後
は
待
ち
に
待
っ
た
懇
親
会
、
馬
場
新

会
長
の
絶
妙
な
る
司
会
進
行
に
よ
り
、
わ
き
あ
い
合

い
と
、
お
し
ゃ
べ
り
・
カ
ラ
オ
ケ
三
昧
・
恒
例
と
な
っ

て
お
り
ま
す
仮
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ヒ
ョ
ソ
ト
コ

あ
り
、
与
作
あ
り
、
オ
カ
メ
あ
り
・
・
と
打
ち
解

け
た
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

㈱
県
南
地
区
O
B
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

令
和
元
年
の
例
会
も
、
年
間
7
回
を
計
画
し
て
会

員
元
気
で
ゴ
ル
フ
の
爽
や
か
さ
を
肌
で
感
じ
な
が
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
9
月
例
会
は
台
風
1
5
号
の

為
中
止
し
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
1
0
月
は
会

員
元
気
に
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
し
、
い
つ
も
の
若
さ
に

磨
き
を
掛
け
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
は
生
涯
プ
レ
ー
出

来
る
ス
ポ
ー
ツ
と
言
う
事
を
先
輩
方
を
見
て
つ
く
づ

く
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
会
員
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
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見よ！

牌扱いの手さばきを…

N
P
O
白
河
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
　
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
鈴
木
淳
一
　
準
優
勝
　
外
相
雅
彦

㈱
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

退
職
者
の
会
の
協
賛
に
よ
り
合
同
実
施

場
　
所
　
ホ
テ
ル
・
バ
ー
デ
ン

第
1
回
　
5
月
6
日
　
　
1
3
名
参
加

第
2
回
　
5
月
1
7
日
　
　
1
2
名
参
加

第
3
回
　
5
月
3
0
日
　
　
9
名
参
加

第
4
回
　
6
月
4
日
　
　
1
1
名
参
加

第
5
回
　
6
月
6
日
　
　
1
3
名
参
加

於
l
ビ
レ
ッ
ジ
大
会

真
夏
の
熱
中
症
を
避
け
て
1
0
月
以
降
に
実
施
し
て

いる。

㈱
囲
碁
ク
ラ
ブ

令
和
元
年
度
上
期
は
会
員
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
、

定
例
会
は
2
回
　
（
6
月
～
9
月
休
止
）
　
の
み
の
活
動

と
な
り
非
常
に
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
1
0
月
に
は
定
例
会
も
再
開
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
下
半
期
は
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
勝
負

と
マ
ナ
ー
に
は
厳
し
く
、
そ
し
て
「
和
気
藷
々
」
　
の

精
神
で
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

優
勝
　
高
橋
　
勝
海
　
　
準
優
勝
　
今
泉
千
鶴
子

㈱
麻
雀
ク
ラ
ブ

1
3
牌
の
牌
を
両
手
で
押
さ
え
て
持
ち
上
げ
び
し
っ

と
載
せ
る
。
載
ら
な
い
。
ゲ
ー
ム
中
も
頻
繁
に
牌
を

崩
す
、
牌
を
卓
か
ら
落
と
す
・
・
・
ほ
ん
の
1
年
前

の
光
景
が
う
そ
の
よ
う
な
手
さ
ば
き
の
熟
女
雀
師
達
。

例
会
は
い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い
に
麻
雀
牌
の
感
触

を
楽
し
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。

例
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

6
月
例
会
　
6
月
1
3
日

優
勝
　
村
松
　
性
男
　
　
2
位
　
水
野
　
徳
重

7
月
例
会
　
7
月
日
日

優
勝
　
今
泉
千
鶴
子
　
　
2
位
　
仲
島
　
功

第
1
回
定
例
会
　
4
月
　
総
会
と
研
修
会

第
2
回
定
例
会
　
5
月

A
ク
ラ
ス

優
勝
　
庄
司
　
三
雄
　
　
準
優
勝
　
山
田
　
茂
夫

B
ク
ラ
ス
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2019年10月10日

白河地区電友会盤馨る凰慧ゑ悪
事綺局簡誹番巧鵬購一2ト3885

花でつなぐ絆活動のご紹介

i…‾「裔蔦賢帝覇痘硬あ肝千ず方ニヲ百百二で己一万挿脚蓮嘗C守もてる叫…i
】　　　白河地区電友会の花でつなぐ絆活動に参加しませんかH l
l．＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿l

現在、白河地区亀友会では、心豊かな老後の仲間づくりの鵬環として、平成30
年より、会員間を、「花でつなぐ絆活動」を実施しています。例えば400ポッ
トの花の苗を会員宅に定期総会では、出席者全員に花の苗を配布しました。只今
会員宅庭のべっぴんさんとなって庭に優雅に咲きはこっています。

1、会員宅の畑を借用し、花の種類を選び、苗床・種まき・育苗し会員宅配送ま
で管理し会員の笑顔を報酬として受け取る、花でつなぐ絆作業中です。
！来年届ますよ待っててね！

2、会員のお庭作りの相互扶助活動しています！
只今　お花大好きお応援　鈴木三枝子リーダー
が領に汗し頑張ってます！
3、笑顔で結ぶヒマワリ栽培（種を会員に配布）等実施中

：魔　白河地区電友会のサークル紹介
ふるさとクラブ
○　白河市の観光名所を案内しているrツーリズムガイド白河」の全員

として、白河小峰城、繭湖公団、白河開跡のガイドを行ています。

担当　関戸忠義　電話番号090－4631－7574

商　略　会
○　主な活動　お茶会・お花・小グループ旅行・ランチ会・演劇観賞等
◎　秋のランチ全開催いたしますl！
開催日　令和元年11月11日（月）‖：30～

場　所　南湖花文　　　　　　電話22－0165
全　資　金2，000円（当日徴収致します）

申し込み期限　10月31日まで！！
担当　北島和子　電話番号　090†793卜抑00

毒童壷≡董鞍警霊
l

PCクラブ
1、会広報誌　生きるの編集発行
2、Excel・恥rd等各種

3、場　所　　みつや建設㈱事務所
2ト3885　′‾‾　　1■・白河市九番町39　TEL

○令和元年度定期総会にて役員改選がありましたl

新役員名の紹介
・顧問に　笹原　キヨ・副会長に北島　和子・事務局次長に釜田　正之各氏
が　選出されました

全国のNTTおよびNTTグルMプのOB・OGの仲間と強い絆で
むすばれたrつながり」それがわたしたちの白河地区竜友会です。

白河地区電友会会報
「生きる」第9号

9
月
例
会
　
9
月
1
9
日

優
勝
　
上
妻
　
昌
子
　
　
2
位
　
水
野
　
徳
重

1
0
月
例
会
　
1
0
月
1
7
日

優
勝
　
横
田
　
正
吉
　
　
2
位
　
佐
藤
　
登
喜

◆
白
河
地
区
電
友
会

◎
花
で
つ
な
ぐ
絆
活
動

現
在
、
白
河
地
区
電
友
会
で
は
、
心
豊
か
な
老
後

の
仲
間
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
平
成
3
0
年
よ
り
、

会
員
間
を
〓
化
で
つ
な
ぐ
粁
活
動
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
〔
一例
え
ば
4
0
0
ポ
ッ
ト
の
花
の
宙
を
会
員
宅
に
、

定
期
総
会
で
は
出
席
者
全
員
に
花
の
苗
を
配
付
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
会
員
宅
の
庭
で
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
と

な
っ
て
優
雅
に
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。

1
、
会
員
宅
の
畑
を
借
用
し
、
花
の
種
類
を
選
び

苗
床
・
種
ま
き
・
育
苗
し
、
会
員
宅
配
送
ま
で
管
理

し
会
員
の
笑
顔
を
報
酬
と
し
て
受
け
取
る
、
と
い
っ

た
花
で
つ
な
ぐ
杵
作
業
を
し
ま
し
た
。

今
年
届
き
ま
す
よ
〓
待
っ
て
て
ね
〓

2
、
会
員
の
お
庭
作
り
の
相
互
扶
助
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
お
花
大
好
き
応
援
の
鈴
木
三
枝
子
リ
ー

ダ
ー
が
額
に
汗
し
頑
張
っ
て
ま
す
！

3
、
笑
顔
で
結
ぶ
ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
（
種
を
会
員
に
配

付
）
等
を
実
施
。

ひ
ま
わ
り
の
花
言
葉

印
大
輪
…
偽
り
の
な
い
愛
、

に
せ
金
持
ち

榔
小
輪
…
高
貴
、
愛
慕

㈱
一
花
の
ひ
ま
わ
り
か
ら
種

は
何
個
く
ら
い
と
れ
ま
す
か
？

花
の
大
き
さ
　
（
直
径
5
セ
ン

チ
か
ら
3
0
セ
ン
チ
く
ら
い
ま
で
）
、

種
の
数
は
2
0
0
粒
か
ら
2
0
0
0
粒
く
ら
い
。
か

な
り
種
の
数
に
開
き
が
あ
る
が
、
平
均
す
る
と
、
一

花
あ
た
り
・
・
・
約
5
0
0
粒
（
3
5
グ
ラ
ム
）
　
程
度
。

◆
い
わ
き
地
区
電
友
会

◎
定
期
総
会
の
開
催

7
月
3
日
い
わ
き
正
月
荘
に
お
い
て
会
員
2
7
名
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
沢
副
会
長
の
開
会
宣
言
、
佐
藤
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
ご
来
賓
の
常
葉
い
わ
き
支
店
長
、
N
T
T
労

組
い
わ
き
エ
リ
ア
幹
事
の
後
藤
博
様
、
N
T
T
労
組
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しっかりねらってね

Jヴィレッジの人工芝での大会

退
職
者
の
会
岡
部
功
様
か
ら
ご
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
に
若
松
隆
さ
ん
を
選
出
し
、
活
発
な
議
案
審
議

の
結
果
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
会

合
の
出
席
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
中
、
総
会
出
席

者
が
昨
年
度
2
2
名
か
ら
2
7
名
と
増
加
し
た
こ
と
か
ら

案
内
に
一
工
夫
し
た
結

果
が
で
た
も
の
と
役
員

一
同
胸
を
な
で
お
ろ
し

ま
し
た
。
ま
た
O
B
・
O
G
会

の
交
流
会
に
お
い
て
文

化
講
演
会
に
期
待
す
る

声
も
多
数
あ
り
、
関
係
3
者
で
取
り
組
ん
で
い
く
方

針
を
確
認
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

第
1
2
回
総
会
を
5
月
2
0
日
街
中
食
店
で
1
7
名
が
参

加
し
開
催
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
活
動
は
前
年
度
と
同
様
と
し
、
特
に
次

の
3
大
大
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
高
成
績
を
挙
げ

る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
N
T
T
退
職
者
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会

②
い
わ
き
労
働
金
庫
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

③
い
わ
き
高
退
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

昨
年
度
の
活
動
成
績
は
次
の
と
お
り
。

・
第
2
6
回
労
金
平
支
店
友
の
会
G
G
大
会

女
子
の
部
　
優
　
勝
　
　
本
田
　
栄
子

男
子
の
部
　
3
　
位
　
　
金
成
　
武
男

・
第
1
5
回
県
協
G
G
大
会

総
合
　
　
　
準
優
勝
　
　
加
藤
　
勝
彦

5
　
位
　
　
藤
原
一
秀

女
子
の
部
　
優
　
勝
　
　
中
村
千
代
子

・
第
2
7
回
労
金
平
支
店
友
の
会
G
G
大
会

女
子
の
部
　
準
優
勝
　
　
西
尾
　
秀
子

・
第
7
回
高
退
連
G
G
大
会

女
子
の
部
　
準
優
勝
　
　
西
尾
　
秀
子

・
第
8
回
高
退
連
G
G
大
会
（
令
和
元
年
6
月
）

大
会
は
当
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
大

会
開
催
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

県
内
1
0
地
区
か
ら
選
手
・
応
援
を
含
め
総
勢
1
3
8

名
が
参
加
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
大
会
と
し
て
は

初
め
て
の
1
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
人
工
芝
で
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

女
子
の
部
　
優
　
勝

4

　

位

5

　

位

男
子
の
部
　
準
優
勝

4

　

位

・
ク
ラ
ブ
内
コ
ン
ペ
結
果

秋
季
コ
ン
ペ

優
勝
　
金
成
　
武
男

忘
年
コ
ン
ペ

優
勝
　
岡
部
　
功

西
尾
　
秀
子

中
村
千
代
子

阿
部
カ
ヨ
子

佐
藤
　
晴
夫

加
藤
　
勝
彦

準
優
勝
　
小
野
　
保
行

準
優
勝
　
岡
崎
ヒ
サ
子
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総会参加者

何曲も覚えました

春
季
コ
ン
ペ

優
勝
　
小
野
　
保
行
　
　
準
優
勝
　
西
尾
　
秀
子

◆
会
津
電
友
会

◎
定
期
総
会
開
催

令
和
元
年
度
の
定
期
総
会
が
7
月
5
日
、
会
津
迎

賓
館
で
2
4
名
参
加
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
来

賓
の
N
T
T
東
日
本
東
北
福
島
支
店
会
津
営
業
支
店

長
皆
川
大
輔
棟
、
N
T
T
労
働
組
合
退
職
者
の
会
会

津
地
区
協
議
会
会
長
鈴
木
尚
栄
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂

き
、
そ
の
後
、
渡
部
昭
寿
議
長
の
進
め
に
よ
り
議
案

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
及
び
活
動
計

画
等
々
、
ま
た
、
役
員

改
選
に
つ
い
て
は
、
岩

橋
克
子
会
長
及
び
海
老

名
桂
子
監
査
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

拶挨長議

ハ
ウ
ク
レ
レ
」
　
「
花
は
咲
く
」
等
、
練
習
し
た
曲
は

1
5
曲
を
数
え
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
、
老
人
ホ
ー
ム
慰

問
等
で
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
励
ん
で
い
ま
す
。
今

は
　
「
美
し
き
ふ
る
里
」
と
い
う
素
敵
な
曲
に
魅
せ
ら

れ
て
勉
強
中
で
す
。
練
習
し
た
曲
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
①
月
の
夜
は
②
ソ
ン
グ
・
オ
ブ
・
オ
ー
ル
ド

ハ
ワ
イ
③
ア
ロ
ハ
オ
エ
④
ピ
ョ
ン
ザ
・
リ
ー
フ
⑤

ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
⑥
プ
ー
プ
ー
・
ヒ
ヌ
ヒ
ヌ
①
ザ
・
フ

ラ
オ
ニ
オ
ニ
⑧
ス
ィ
ー
ト
レ
イ
モ
キ
ハ
ナ
⑨
ホ
ワ
イ

ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
⑲
き
よ
し
こ
の
夜
⑪
ア
ロ
ハ
・
ウ

ク
レ
レ
⑫
南
国
の
夜
⑬
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
⑭

花
は
咲
く
⑮
美
し
き
ふ
る
里

倍
賞
作
氏
が
新
会
長
と
な
り
、
事
務
局
長
を
兼
務
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
幹
事
は
兼
子
修
一
氏
が

選
任
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決
承
認

さ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
は
、
食
事

会
を
開
催
し
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
さ
く
ら
会
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

さ
く
ら
会
　
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）
　
は
、
発
足
し
て
1
8
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
会
員
数
が
2
0
数

名
も
い
て
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。
家
庭
の
事
情
、

高
齢
化
等
で
現
在
は
半
分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
や
れ
る
だ
け
や
ろ
う
日
と
孤
軍
奮
闘
中
で

す
。
勉
強
会
も
月
2
回
行
い
、
「
月
の
夜
は
」
　
「
ア
ロ


